
自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に
向けて活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向上
に活かしている

地域に発行している回覧板で認知症やグ
ループホームの説明・情報を載せて地域
に発信している。キャラバンメイトとして、
市や他法人と共に認知症サポーター養成
講座を開催している。

運営推進会議はほぼ2カ月に1回開催し、
利用者状況・職員体制・サービスの実際を
報告したり、避難訓練を見学していただ
き、ご意見をサービス向上に生かしてい
る。議事録は職員全員で共有し、ご家族に
も郵送し、ご意見等をお聞きしている。近
隣のグループホームでお互いの運営推進
会議に出席する事で、他施設の状況を知
り、自施設のサービスの向上につなげる
努力をしている。

定期に開催する会議には家族、利用者、民生
委員、包括支援センター、コミュニティセン
ター、近隣のグループホームをメンバーとして
広く地域への理解促進を図っている。会議では
サービス等の現状報告や事業所行事の地域
協力支援への話し合いも行われる。また、災害
避難時の利用者のネームプレート着用など会
議で提案された意見は積極的に検討されケア
に生かされている。

職員全員で利用者本位の理念と目標を作
成し、事務所と玄関に掲げサービスの実
践に努めている。

開設時に作成された理念は、年度ごとに現状
との照らし合わせを行い、今年度も方向性を確
認し継続している。職員は文字化した理念を事
業所内に掲示し、意識づけを行い日々の実践
に繋げるよう努めている。利用者は、生活の中
での役割感や地域住民との交流活動を体感で
き、理念を具体化された暮らしが送られてい
る。

地域の方に気軽に参加してもらえる行事
を毎月開催し、回覧板でお知らせしてい
る。地域の方が毎月カラオケに来てくだ
さっている。地域の夏祭りや小学生との交
流会に参加している。地域の方から、野菜
をいただいたり、庵の畑の世話に協力して
いただいているなど、日常から交流があ
る。

事業所よりコミュニティセンターに依頼し始まっ
た、野菜栽培は地域住民の協力のもと現在も
継続され、日常の暮らし風景となっている。事
業所内の行事は町内会への回覧や運営推進
会議にて紹介し、例年多くの地域住民の参加
交流が見られるなど地域の一員としての交流
が図られている。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取り組みを積極
的に伝えながら、協力関係を築くように取り組
んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束
をしないケアに取り組んでいる

7 (5-2)○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、それらを活用で
きるよう支援している

職員は認知症とご利用者の気持ちの理解
に努め、虐待について定期的に勉強会を
行ったり、外部の研修に参加している。閉
鎖的にならないように日常から外部の方を
受け入れ、市の介護相談員制度も利用し
ている。職員同士認め合い、お互いに手
本になるようなケアを心がけている。

虐待防止の外部研修に参加し伝達講習や定
期的な学習会にて学ぶ機会を設けている。伝
達講習は職員全員が受講するよう記録チエッ
クされ意識向上に努めている。

権利擁護の勉強会を計画し、定期的に
行っている。

運営推進会議に介護保険課と包括支援セ
ンターの職員に出席してもらっている。避
難訓練の様子も見学していただいている。
市が開催する「すこやかともしび祭り」に参
加している。キャラバンメイトで市と連携し
て活動している。

運営推進会議での情報提供や、必要時に随時
電話にて相談指導を受けている。また定期的
に事業所の回覧、事務書類を提出することで
日頃のサービス状況情報を伝えている。さらに
事業所行事に参加してもらうなど職員とのコ
ミュニケーションを図る機会も設け、関係性の
構築に努め協力関係を築くよう取り組んでい
る。

職員は認知症とご利用者の気持ちの理解
に努め、見守りながら、抑制することなく援
助を行っている。定期的に身体拘束や不
適切なケアについて勉強会を行っており、
利用者の安全と安心面に配慮した取り組
みを行っている。運営推進会議で身体拘
束の取り組みについて報告している。包括
支援センターに勉強会を依頼している。

施設内研修を年２回実施し、意識向上につな
げている。今年度は外部研修も予定している。
身体拘束防止委員会を立ち上げ、行動指針を
作成中である。拘束になるような言葉使いを職
員で話し合い、振り返りを行うことで拘束防止
に取り組んでいる。玄関の開閉は自動セン
サーで拘束感は感じられない。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの
実際と力量を把握し、法人内外の研修を受け
る機会の確保や、働きながらトレーニングして
いくことを進めている

職員のレベルに合わせて研修を企画し、
知識や技術の向上に努めている。他職員
の研修報告にも目を通している。

職員の意見や提案は会議や朝のカンファ
レンスで話し合い、ケアや業務に反映させ
ている。管理者は職員個々に考えを聞く機
会を作り、職員が意見や提案を出しやす
いよう努めている。

月１回の職員会議にて職員意見・提案の話合
いを行っている。また、管理者から課題の投げ
かけや話し合いを提案するなど、日頃から、職
員の意見を引き出せるように努めている。施設
設備など出された意見要望は上伸し、環境整
備されるなどケア向上に反映されている。

職員一人ひとりの係や担当を決めて実践
したり、毎年度始めに自己の目標を立て、
年２回達成度を自己評価しながら、やりが
いを持って働いている。上司は職員の状
況を把握する努力をしている。残業になら
ない様に職員同士業務を助け合って仕事
をしている。

契約時に説明する内容をマニュアル化し
てあり、分かりやすいように説明している。
契約時に不安や要望をお聞きしている。

介護相談員を受け入れ、直接ご利用者の
気持ちなどを直接聞いてもらい運営に活
かしたり、御家族にも内容をお伝えしてい
る。ご家族が意見を言いやすいように、運
営推進会議や面会時に個別にお聴きして
いる。

家族の要望意見は、事業所行事に参加された
際などの面会時や担当者会議において時間を
使って伺う機会としている。利用者の要望意見
は、職員との日々の関わりの中や介護相談員
との面談の場などから、聞き取る機会として
る。職員はそれぞれの情報を共有し、運営に
繋げている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努め
ている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

ご本人・ご家族の要望をケアプランに取り
入れている。必要に応じ、医師・看護師・リ
ハビリ職・管理栄養士に相談している。

調理・家事を一緒に行い、一緒に生活して
いる者同士として役割を担ってもらってい
る。畑仕事や草取りを一緒に行い、収穫の
喜びを共有したり、花壇の花を観賞し楽し
んでいただいている。

センター方式シートを活用し、本人の思い
や生活歴をお聴きして、不安感の軽減に
努めている。得た情報は職員間で共有し、
同じ対応が出来るよう努めている。あらた
に気づいたことがあれば、カンファレンスで
話し合い、対応に活かしている。

入居申し込み段階で、施設内を見学して
いただき、概要や料金等の説明をしてい
る。入居時に要望や不安な事などをお聴
きしている。面会時に、お気づきの点やご
要望をお聴きしている。行事に気軽に参加
していただけるよう声かけをしている。

研修に参加することによって、同業者と交
流する事が出来る。地域のグループホー
ム間でお互いの行事に参加し交流を深め
ている。近隣の6グループホームで毎年運
動会を行っている。また、6グループホーム
職員間でも懇親会を行い、交流を図ってい
る。近隣のグループホーム同士で、お互い
の運営推進会議に出席し、自施設のサー
ビス向上につなげている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

19 (7-2)○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え
るような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努め
ている

利用者同志が楽しく会話できるよう、また、
落ち着いて過ごせるようにその時のご利
用者の表情や行動に気を配りながら、必
要時には職員が介入したり環境を整え、
良好な関係作りに努めている。

併設の病院や施設に移られても、面会に
行ったりしている。

行事への参加を呼びかけたり、一緒に昼
食を食べていただいたり、ご利用者と電話
で話してもらったり散歩に出かけたりして、
疎遠にならないようにしている。ご家族と
の外出も提案している。担当者会議に参
加してもらい、ケアプランについて一緒に
考えている。毎月「晴遊庵だより」で今月の
ご様子や行事をお伝えしたり、日常の写真
をお送りしている。

面会時に家族は事業所内にて昼食を共にし、
本人の希望に応じ家族と電話で日々の会話を
する、気候の良い季節に家族支援の外出をお
便りで案内するなど、家族と一緒に支える暮ら
しが作れるよう取り組んでいる。さらに、面会時
に撮った家族写真を居室内に飾るなど、家族
の絆を生活の中に感じとれる環境づくりを行
い、より良い家族関係の継続や構築に努めて
いる。

知人友人が気楽に来庵できるような雰囲
気作りを心掛け、面会時には、居室でゆっ
くり過ごしていただいている。利用者がなじ
みの場所に行きたい時には、御家族と連
絡を取りながら、出来る限り対応している。
地域の夏祭りで知り合いの人と交流する
機会を持っている。年賀状の支援も行って
いる。

知人の訪問では居室でゆっくり過ごしてもらえ
るよう職員はお茶の提供、写真撮影など笑顔
でのおもてなしを心掛けている。また、お盆で
の墓参りや実家訪問など馴染みの場所への外
出は家族の行事参加の折に協力要請を行い
実施している。職員と一緒に近隣へ回覧を届
けに行くなど馴染みの関係継続に努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

24 (9-2)○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、職員間で情報を共有
しながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

ケアの実践やご様子を分かりやすく簡潔
に記録し、ご利用者の言葉もそのまま記
録している。連絡ノートや看護師連絡帳を
活用して職員間で情報共有している。

毎日のバイタルチェックとともに、表情や言
動からもその日の心身の状態を伺い知る
ように努め、記録に残し、申し送って職員
間で共有している。

定期的にモニタリング・担当者会議を行
い、課題やケアについて話し合っている。
ご利用者ご家族にも担当者会議に参加し
ていただき、ケアプランに反映している。状
態に応じて、他職種の意見を参考にしてい
る。利用者の言葉から、その時の状況が
わかるようにしている。

利用者の言葉など状況記録から計画に即した
モニタリングを行い、利用者、家族、担当者で
の担当者会議が定期的に行われている。担当
者会議では、家族、利用者の意見・意向を確認
し、それらをもとに検討された内容が介護計画
に反映されている。

ご家族・ご本人にサービス担当者会議に
参加していただき、意向をお聴きしてい
る。意向の表出が困難な方は、ご家族か
ら情報収集したり、日々の関わりから把握
するよう努めている。得た情報は職員間で
共有し、個人に合わせた対応に努めてい
る。

場所、時間などを工夫し、１対１でゆっくりとした
雰囲気を作り、職員から問いかけをするなど本
人の思いや意向を引き出せるよう努めている。
本人の意向を言葉で把握することが困難な場
合は表情などから推測し、やってみたいという
気持ちを受け入れケアに反映できるよう検討し
実施に努めている。

ご家族から情報を集めたり、ご本人の日
頃の会話から把握するよう努め、趣味や
嗜好などの詳細な面まで利用者に合わせ
た対応を心掛けている。

生活歴、いままでの暮らし方を家族やケアマネ
ジャーからの情報、入所時の資料情報、そして
本人との会話や食事や飲み物の指向など日々
の関わりから情報を把握するよう努め、それら
のを常に統合しながらこれまでの暮らしぶりの
把握に努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニー
ズに対応して、既存のサービスに捉われない、
柔軟な支援やサービスの多機能化に取り組ん
でいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で
豊かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、
納得が得られたかかりつけ医と事業所の関係
を築きながら、適切な医療を受けられるように
支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診
や看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。
あるいは、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

看護師は毎日来庵し、ご利用者の心身状
態を把握している。ご利用者の様子で気
付いた事があれば、すぐ併設病院の看護
師に状態を報告し相談している。

ご利用者が入院した時は、安心して治療
できるように病院関係者に情報提供してい
る。病状をお聴きして、面会に行っている。

地域交流行事で地域の方と交流したり、カ
ラオケボランティアや幼稚園児の訪問、畑
作業の協力、スーパーや公共施設への外
出など、日常から地域との関わりがある。

併設病院に職員が付き添って受診し、受
診結果をご家族に報告している。初回はご
家族と主治医の顔合わせをして、信頼関
係を築いている。ご利用者の身体状況に
変化があった時は、すぐ看護師に報告し
相談したり、受診したりしている。御家族の
協力を得て、以前のかかりつけ病院に受
診している方もいる。

母体である医療法人が隣接していることから、
本人・家族の希望の下、大半の利用者が同法
人の協力医療機関の医師をかかりつけ医とし
ている。他科受診の際は家族の協力を得て受
診支援を行っている。また、同法人の病院の看
護師が毎日訪問し利用者の健康状態の把握も
でき、小さな変化に気付いた時には相談指導
を受けることができ本人、家族の安心となって
いる。

ご利用者の状態やご家族の状況の把握に
努め、その時必要なサービスを話し合って
提供している。併設施設のリハビリスタッフ
や栄養士に相談しアドバイスを受けてい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、
早い段階から本人・家族等と話し合いを行い、
事業所でできることを十分に説明しながら方針
を共有し、地域の関係者と共にチームで支援
に取り組んでいる

34 (12-2) ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的
に行い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

年２回昼夜想定で避難訓練を行っている。
地域の方にも避難訓練を見学していただ
き、運営推進会議で意見をお聴きしてい
る。消防署通報専用電話機の通報訓練を
毎月行っている。今年度は、避難訓練の
日に消火器の使い方の訓練も行った。

災害時、緊急時マニュアルは整備されている。
火災訓練は年２回昼夜想定で実施していると
共に消防署通報専用電話機の通報訓練は毎
月欠かさず実施している。避難経路、避難場所
は道路を隔てた法人の老健棟となっている。備
蓄に関しては昨年度の課題となったことを受
け、事業所独自の備えの必要性を伝え検討し
ている。

一人ひとりの気持ちを大切に考え、さりげ
ない対応を心がけている。接遇の勉強会
に参加し、失礼のない言葉遣いなどにつ
いて学んでいる。各利用者の記録や重要
書類は事務所内で管理している。

法人の実施する接遇研修の中で尊厳とプライ
バシーについて、また、言葉遣いについても詳
しく学んでいる。管理者は事業所内で気になる
対応があった場合は自らが見本となり職員の
意識を高めている。

入所時に退所基準についてお伝えしてい
る。ご家族の面会時に近況をお伝えし、ご
利用者の状態を把握してもらえるように努
めている。

入所時には管理者より「重度化した場合の退
所基準」他詳細の説明をし、本人家族からの理
解を得ている。終末期についても隣接する同法
人の医療機関もあることから、その時の利用者
の身体状況に合わせて現状に即した対応をし
ていく事としている。

急変や事故発生時のマニュアルに沿って
対応できるように、急変時初期対応の勉
強会に参加し、技術の習得に努めている。

急変時の初期対応については併設病院での
研修において全職員が随時参加している。
AEDの研修も同様である。さまざまな急変や事
故発生時対応の資料はファイルされている。

病院が隣接している事から医療面におい
ては安心感があると思われる。資料も
ファイル内に用意されてはいるが急変時
や事故発生時に居合わせた職員が初期
対応を始動できるかというと多少の不安
が否めない。隣接とはいえ当該職員が慌
てずに適切な行動がとれることが求めら
れる。いざというとき職員の誰が見ても対
応できるように対処方法を整備されること
を期待したい。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

一日分の水分量を記録し、状態に合わせ
て摂取しやすい工夫をしている。栄養バラ
ンスを考えた献立を作り、食事形態につい
ては、リハビリ職や栄養士に相談してい
る。管理栄養士から月に２回検食をしても
らっている。

散髪や髪染めは併設施設の床屋や訪問
美容を利用されている。毎日着る服をご利
用者自身に選んでもらっている。外出時に
お化粧をして出かけられる方もいる。

一人ひとりの嗜好や季節感が味わえる食
事メニューにし、食事形態にも気をつけて
いる。ご利用者と一緒に買い物に行って食
べたいおやつ等を選んでいただき、調理
や片付けも一緒に行っている。

食事が楽しみとなるよう事業所独自の献立を
作成している。また隣接する病院の管理栄養
士が毎月２回検食に来庵し、食事に関するアド
バイスを受けている。周辺にある事業所の畑
は地域の人の助けも借りながら利用者と共に
育て、収獲した旬の野菜が日々食卓に彩りを
添える。食事の準備から片づけまでの一連の
作業を利用者それぞれに合った役割で参加が
できていることで、楽しい時間となっている。

入浴や食事・買い物・室内環境など、細か
に希望をお聴きし、出来る限り対応してい
る。ご利用者が自分の思いや希望を話し
やすいよう、ゆっくり傾聴している。職員側
で決めて押しつけないで、利用者が自分
で決められるよう配慮している。

一日の日課はあるが、一人ひとりの気持
ちを尊重し、外出希望がある時は一緒に
出かけるなど、その日やりたい事があるご
利用者には、出来る限り希望に沿った個
別の支援をしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口
腔ケアをしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かして、
トイレでの排泄や排泄の自立にむけた支援を
行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予
防に取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間
帯を決めてしまわずに、個々にそった支援をし
ている

入浴時間の希望をお聴きして、ゆっくり
入ってもらっている。お湯の温度調整や入
浴剤を使うなどして気持ちよく入れるよう
工夫している。入浴しない日は下着交換
や足浴を行うなど、清潔保持に努めてい
る。

入浴は週２回を基本としながらも無理強いする
ことなく臨機応変に対応している。特に決め事
は作らず利用者の希望や動向を配慮しながら
午前と午後に実施している。入浴支援が困難
な利用者には足浴や清拭など本人を尊重しな
がら清潔保持に努め、本人の満足が得られる
よう対応している。重度化した際には併設病院
等を視野にその都度検討していく流れとなって
いる。

トイレ介助が必要な方には、時間を見て声
掛けしたり、見守りを行っている。失敗が
あっても、すぐオムツにするのではなく、そ
の日の状態に合わせた介助を行い、日中
夜間それぞれの支援をしている。

各居室にはトイレが備えられており排泄面での
プライバシーが保たれる環境となっている。トイ
レに安全に移動が困難となった利用者には、
ポータブルトイレでの自立を図っている。また、
夜用のパットで対応するなどして、その人の身
体状況に合わせた支援をしている。

毎朝ヨーグルトかヤクルトを摂取している。
オリゴ糖を入れた飲み物を飲んでもらった
り、体操や庵内歩行で体を動かす機会を
作ったりするなど、便秘解消の工夫をして
いる。好みの飲み物をお出ししたり、ゼ
リーを作ったりし水分摂取量を工夫してい
る。野菜をﾊﾞﾗﾝｽ良く摂取できるようにメ
ニューを思案している。

１人で上手に出来ない方には、見守りや介
助をし、入れ歯は毎日消毒している。年１
回歯科検診を受け、希望時は歯科受診し
ている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬の
支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜
好品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に
出かけられるよう支援に努めている。又、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

買い物・外出などの希望がある時は、職員
が付き添って個別に出かけている。ドライ
ブや外食の行事で遠出する事もある。小
学生との交流会や地域のお祭りに呼んで
いただき参加している。ご家族には出来る
範囲で外出の協力をお願いしている。

お天気が良ければ日々外に出て散歩がてら野
菜の収穫をしたり花を摘んだり、法人の売店に
足を運んだり、恵まれた自然の環境をフルに活
かしている。広いテラスでは長岡花火を全員で
見たり、また地域の行事や作品の展示などに
参加している。また、６グループホーム合同の
運動会も開催している。個別では墓参りやドラ
イブ、外食にと楽しんでいる。

カルテに処方箋を綴じ、いつでも処方内容
を確認できるようにしている。薬箱に薬の
形態と数を表記し、仕分けた薬は二人以
上で確認している。内服がちゃんとできて
いるか、飲み込むまで見守りしている。薬
については薬剤師に相談したり、症状の
変化があった時は、すぐ看護師に報告して
いる。

一人ひとりの能力に応じて役割を持って頂
き、作業後は感謝の気持ちをお伝えしてい
る。調理や日常の家事・園芸作業などが、
その方の楽しみや役割になるよう支援して
いる。買い物や外出の機会を作り、気分転
換を図っている。

天気の良い日には散歩したり、日中作業
や活動をしていただき、夜間良眠できるよ
うに支援している。快適な睡眠環境になる
ように室温調整を行い、危険な状況が無
いか巡視している。眠れないときは、無理
に寝させるような対応はせず、一緒に過ご
すなどしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温度
など）がないように配慮し、生活感や季節感を
採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場
所の工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのものを
活かして、本人が居心地よく過ごせるような工
夫をしている

ソファやたたみスペースがあり、いつでも
ご利用者自身が好きな場所で過ごせるよ
う見守っている。自由に本やアルバムを見
たり趣味を楽しんだりできるようにしてい
る。

ご利用者が安全でかつ使いやすいように
家具を配置し、快適に過ごせるよう工夫を
している。好みの物やなじみの物を持って
きてもらったり、自分の作品やご家族との
写真を掲示するなどして居心地が良く過ご
せるようにしている。

居室の窓も大きく明るく景観が良いものとなっ
ている。トイレ、洗面台が完備され収納庫や
ベット、テーブル、テレビは備え付けで設備が
整っている。本人の希望で持ち込みは自由と
なっており、それぞれ思い思いの写真や手作り
作品などで飾り付けもされ、居心地良く過ごせ
る居室となっている。

公衆電話があるので、自由に電話をかけ
る事ができる。希望があれば職員が電話
をかける手伝いをしている。ご家族や友人
に手紙や年賀状を出す支援をしている。

吹き抜けの共有スペースは広々としてい
て、明るく開放感が感じられる。花壇や畑
で育てた季節の花を飾ったり、ご利用者と
一緒に作った作品を飾ったりしている。畑
で野菜を栽培して、季節を感じられるよう
にしている。ご利用者の好みの音楽を流し
たり、リラックスできるような空間作りをして
いる。

共用スペースは、開放感を感じる吹き抜けの
天井や市内を一望できる広い窓によるゆったり
と飽きのこない癒やしの空間なっている。広い
中にも、ちょうど、腰を下ろしやすい畳の場所
やソファーも複数点在し、思い思いに寛げる居
心地の良い空間となっている。

入居時に家族の了解を得て事業所でお預
かりしている。買い物時には自分で支払い
できるよう支援している。自分でいくらか所
持し、売店で買い物をされる方もいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

居室やトイレに必要な目印をつけたり、家
具の配置を工夫したりして、安全に移動で
きるよう環境整備に努めている。
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